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大王の石室支えた基盤発見 大阪・高槻の今城塚古墳 

Asahi.COM  2007 年 03 月 01 日 21 時 16 分 

 

 「真の継体（けいたい）天皇陵」とされる大阪府高槻市の前方後円墳・今城塚古墳（６世紀前半、全長約１９

０メートル）で、横穴式石室の基盤とみられる大規模な石組み遺構が見つかったと、同市教委が１日、発表した。

石室は失われていたが、古墳は完成時に３段、高さは１８メートル前後だったと推定される。これだけの規模は

大王（天皇）墓以外に考えられず、同古墳が継体天皇墓であることがより確実になったとしている。天皇陵級の

古墳で石室の基礎など、墳丘の内部構造が確認されたのは初めて。  

見つかった石組みは、地滑りなどで落ち込んだ状態で、後円部北側から

出土した。基盤の一部で、１５９６年の慶長伏見地震の際、崩れたらし

い。東西１７．７メートル、南北１１．２メートルのコの字形に方形の

石が３段積まれていた。  

 こうした構造、規模から「基盤の上に横穴式石室があったことは確実」

と同市教委。古墳の後円部頂上（高さ約１１メートル）のさらに上に石

室があり、築造当時は３段だったとみられる。  

 仁徳天皇陵（堺市）など５世紀以前の大王墓に一般的だった竪穴式石

室に比べ、横穴式石室は巨大な天井石を持つなど重量が大きい。今城塚

古墳では石棺の破片が３種類見つかっており、縁者らも含め、石室に三

つ以上の石棺が収められると総重量は１００トンになると推定される。  

 日本書紀には、継体天皇は先代に後継ぎがなく、現在の福井県から迎

えられたと ある。高槻市教委の森田克行・文化財担当参事は「３段の

前方後円墳という大 王墓の伝統的な形を継承しつつ、横穴式石室とい

う最新技術も採用している。  

継体天皇は生前から新しい大王としての強大な権力と高い技術力をア  

ピールしたかったのでは」と話している。  

  現地説明会は４日午前１０時～午後３時。雨天決行。現地に駐車場はな

く、ＪＲ京都線摂津富田駅から臨時バスを運行する。  

 

〈今城塚古墳〉 ０１年からの調査では、大王の葬送の儀式を再現した

高さ約１７０センチの国内最大級の家形埴輪（はにわ）、巫女（みこ）  

や武人などをかたどった埴輪１００点以上が出土 した。継体天皇陵に

ついて宮内庁は、今城塚古墳の南西１．５キロにある大阪府茨木市の太

田茶臼山古墳を指定しているが、研究者らの立ち入りを許可していない。

一方、１０世紀の「延喜式」の記述などから研究者らは今城塚古墳こそ

真の継体天皇陵だと推定。発掘調査を続けている。  

 

 

 

 

 

 

 

石室の基盤とみられる石組み＝

１日午後、大阪府高槻市で 

今城塚古墳の推定図 

今城塚古墳の地図 



史跡 闘鶏山古墳  ４世紀前半の前方後円墳 

平成１８年３月 カメラによる未盗掘の主体部内部の撮影 被葬者の骨とともに鏡など副葬品確認 

 

 

 

高槻市立しろあと歴史館 http://www.city.takatsuki.osaka.jp/rekishi/tugeyama_h18.html 

■ 史跡 闘鶏山古墳石槨内画像調査について ＜平成１８年 ８月３０日 発表＞ 

◆経 過 

史跡闘鶏山古墳は、未盗掘の主体部（竪穴式石槨)２基をそなえた古墳時代前期前半

（４世紀前半）の前方後円墳で、平成１４年に国史跡の指定を受け、恒久的保存が図

られています。 

今回の画像調査は、発見後４年を経て、石槨の構造や遺存状況をできるだけ詳しく確

認しようと、奈良文化財研究所に依頼し平成１８年３月２日にデジタルカメラによる内

部の撮影を行ったものです。この結果､石槨の形状や副葬品等の鮮明な画像が得ら

れました。 

◆撮影機材  

撮影は、２関節をマイクロモーターで駆動し、自在に回転するアームの先端に、リモートスイッチ

でシャッターが切れるよう改造した８００万画素のデジタルカメラと発光ダイオードを組み合わせ

た補助光源を搭載して行なわれました。 

手元で画面を確認しながらシャッターが切れるというスグレモノです。                       撮影機 



◆画像調査 

＜第１主体＞  

●石槨は四国・徳島産の結晶片岩類の板状石材を使用。各石材はおおむね幅２０  

～３０cm、長さ４０～７０cm、厚さ４～６cm の大きさです。

側壁は小口積みで急傾  

斜に持ち送って天井部に至る特異な合掌形を呈し、近 

畿地方ではほとんど例がないものです。両方の小口部 

は長手積みと小口積みを併用し、ほぼ垂直に積み上げ 

ています。 

●当初に確認していた頭骨、方格規矩鏡１点、碧玉製腕 

飾１点、三角縁神獣鏡２点に加え､紡錘車形石製品、木 

製柄の短剣、琴柱形石製品、南海産の巻貝片（ゴホウ 

ラ？）を各１点、銅鏃３点以上、鉄刀２点をあらたに確 

認。三角縁神獣鏡１点は京都府山城町椿井大塚山古  

墳のものと同型鏡であることが確認され、石材落下に 

伴う損傷も判明しました。  

●石槨の北端部では、冑の一部とおもわれる小札状鉄片 

多数を確認しました。 

＜第２主体＞ 

●石槨の側壁がほぼ垂直に立ち上がる一般的な形態で、長手積みと小口積みを混用。 

天井石は大振りの平石を８枚ないし９枚使用しています。  

●木棺については、仕切り板とみられる朱彩のある板材が確認されたほか、蓋材および棺身 

の一部も確認。南側小口板の表面は濡れています。  

●中央部の棺床東上端部と、その北寄りの棺床凹部上面に刀とみられる鉄製品を、さらに南  

小口板の東側下部に鉄製薄板状物体（鉄刀？）を確認しました。 

 

 

 

 

◆保存環境 

●第１、第２主体とも石槨内は当初より湿度が上昇して全体に水滴を生じ、内側全体を濡らしています。  

●第１主体の棺床上には、側壁などから脱落した石材が多数みられます。  

●第２主体では、南小口板周辺の土壌が発見当初に比べて粒状感が乏しく、泥が洗われて小石等がはっきりとしていま

す。  

●両主体とも、石材の間から樹根が侵入、垂下しています。壁面には白色の菌糸束などが認められました。 

 

◆今後の方向 

市教育委員会では、今回の結果などをもとに文化庁や府教育委員会、史跡闘鶏山古墳調査検討委員会の指導を得なが

ら、古墳のより良い保存や公開の方策などをさらに検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

北側から見た第１主体の内部 

徳島産の板状結晶片岩を積みあ

げた合掌形。床面は、割竹形木棺

を据えるために U 字形で、表面全

体に赤色顔料が塗布され、遺骸の

付近には朱がまかれています。 

第１主体の内部 

木棺の大半は腐朽し

ていましたが、被葬者

の頭骨をはじめさま

ざまな副葬品が残っ

ています。 

石槨。床面に割竹形木棺の蓋

や底板などが残り、天井から

樹木の根が下がっています。 



闘鶏山古墳  左 前方部 右後円部 闘鶏野神社の裏側より  2007.3.10.  

  

 闘鶏野神社越しに闘鶏山古墳（名神を渡る橋より）     南平台側より闘鶏山古墳 全景 

 



 

岡本の町より 継体天皇陵を望む 2007.3.8. 

 

 古墳時代の淀川・三島地域の位置付け   三島古墳群の成立-初期ヤマト政権と淀川-より 

邪馬台国の地と考えられるようになった纏向遺跡そして そのあとの倭王権（三

輪王朝）などヤマト王権の最も重要な通商路・外交路は瀬戸内から朝鮮半島・大

陸へと続く西への道である。当時の交通 物資の輸送は舟運が基本であり、 

瀬戸内海から淀川を遡るルートと大和川を遡るルートがある。 

 しかし、河内を通って大和川を遡るルートは途中に二上山の麓 亀の瀬という

難所（現在の柏原市）があり、通行ができず、二上山の厳しい竹之内峠越えを余

儀なくされる。 一方 淀川・木津川から平城山を越えるルートは平坦地であり、 

木津川の河港「泉津」にも近い。 したがって、大和初期王権の時代には 瀬戸

内海からヤマトへの主要交通路は大和川よりも、淀川・木津川ルートであったと

見られる。 そして 瀬戸内から淀川・木津川を遡って 大和へ至る その中間点

に三島が位置し、交通路を守る重要な拠点として 直接 大和王権を支えたと考

えら、この地に初期古墳群が築かれたゆえんであり、この過程で 世紀後半の前

方 後 円 墳 

闘鶏山古墳

が築かれる。

また、三島と

ちょうど対岸

の森古墳群

や南山城の

三角縁神獣

鏡が 32 面も

出土した椿

井大塚山古

墳の地も同じように淀川・木津川水系の重要拠点であった。 そして、大和王権の中心が河内に移ると瀬戸内への門戸は

難波津や住吉津など大阪湾沿岸に淀川・木津川流域の重要性は相対的に低下してゆくが、重要な通商路の拠点として 

三島の役割はその後も引き継がれてゆく。実際にその後も 太田茶臼山古墳や今城塚古墳など巨大な前方後円墳が築

かれ、さらに終末期の阿武山古墳まで引き続かれる。 



また、この古墳時代の製鉄遺跡（鍛治工房）を見ると 大和川・淀川水系の大和の主要拠点に鍛治工房が置かれており、

これらの地に製鉄技術を持った渡来人が数多くやってきて、鉄で大和王権を支えていったことがわかる。 

このような渡来の新技術は鉄にとどまらず、数多くの工房が畿内に配置されている。 

  

 

● 鉄の王朝 継体天皇の出身関係図  

継体天皇は河内王朝の系譜が絶え、応神 5 世孫との系譜で天皇になったとされ、この皇統の系譜が現在までも続い

ているといわれる。継体天皇は 越前・琵琶湖北岸を本拠地とする息長氏の出身で、息長氏は尾張・越前にもその勢

力を伸ばしていた豪族で その

力の背景には鉄があるといわ

れ、天皇の座につき 大和へ

入るのに 20 年かかったことな

ど、謎多き天皇で大和王権が

引き継がれたのではなく、王朝

交代がなされたと考える説もあ

る。 

 

『古事記』、『日本書紀』によると継

体天皇は応神天皇 5 世の孫であり、

父は彦主人王。近江国高嶋郷三尾野

（現在の滋賀県高島市あたり）で誕

生したが、幼い時に父を亡くし、母

の故郷である越前国高向（たかむく、

現在の福井県坂井市丸岡町高椋）で

成長した。 

『日本書紀』によれば、506 年に武烈

天皇が後嗣定めずして崩御したため、

大連大伴金村らは越前に赴いて男大

迹王を大王に推戴した。これを承諾した王は、翌年 58 歳にして河内国樟葉宮で即位。武烈天皇の姉手白香皇女を皇后とし、526

年、大倭（後の大和国）に都をおいた。その直後、継体は百済救援の軍を送ったが、新羅と結んだ磐井により九州北部で九州

で磐井の乱が勃発し、その平定に苦心している。しかし、この記述が事実とすれば、継体は 507 年に即位してから、大和に都

をおくまで約 20 年かかっており、天皇家周辺で何らかの混乱があったとする見方もある。 

531 年に後継を皇子の勾大兄に譲位（記録上最初の譲位例）し、その即位（安閑天皇）と同日に崩御したという。また『日本

書紀』は『百済本記』を引いて、天皇及び太子、皇子が同時に死んだという説を紹介しており、何らかの政変によって殺害さ

れたとの見方もある（「辛亥の変」説）。また、『古事記』では没年を 527 年としている。 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 


